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　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、労福協運動に、そして当法人の事業
運営に格別のご理解・ご協力をいただきましたことに、
心より感謝申し上げます。
　さて、昨年は、７月の参議院選挙後に我が国の憲
政史上初の女性首相が誕生し現在のところ期待
感が先行し国民からは高い支持を得ています。しか
しながら、失敗に終わったと評価されているアベノミ
クスを彷彿とさせる経済政策を実施しようとしており、
物価高や極端な円安を根本的に解決する政策とし
ては不十分といわざるを得ません。中国との関係が
悪化している状況も日本経済にとって大きな懸念材
料です。
　これらの動向は社会の分断をより一層増幅させ、
貧困と格差が拡大し、「誰も取り残さない」包摂社
会とはほど遠い社会状況を一層進行させる恐れが
あります。
　そのような社会経済情勢の下、昨年の労福協の
事業運営は、2023、24年度と連続した単年度赤字
決算を受け、財政健全化に向け、収益事業は、継続
して効率化を図りつつ事業拡大に向けて努力する
とともに、公益事業においても過去から培ってきたノ
ウハウとシステムを効果的に活用した運営に取り組
んで参りました。予算編成時に予定していた委託事
業において、職業訓練事業の受講生の応募が24
年度よりは増加していること、他の事業では堅実な
運営ができ、若干の新規事業も獲得できたことから
中間期決算を元にした最終決算の見込みは黒字
になっており３年連続の単年度赤字は回避できそう
な状況にあります。これも委託元の行政機関及び会
員を中心とする関係団体のご理解とご支援、そして
職員の努力があったればこその状況であり、重ねて
御礼申し上げます。
　2025年度は、徳島県労福協設立50周年の節目

の年に当たります。現在、記念式典と記念誌発刊の
準備を進めていますので、年度末までには記念式
典を開催し、記念誌を配布させて頂きたいと考えて
います。
　また、引き続き認定NPO法人賀川豊彦記念・鳴
門友愛会との連携を深め、友愛フェスタへの参画や
「県民フォーラム」の有効活用などを通して労働者
福祉事業の発展と推進に生かして行きます。
　2026年度は、西部労福協の中国ブロックで実施
されている労金・労済運動を労福協がコーディネー
ター役となり各県連合の協力の下、推進している
「家計の見直し運動」を四国ブロック内でも実践に
移し、県内労働者の福祉の向上に寄与できるよう取
り組みたいと考えています。
　労働福祉会館の建て替え問題については、四国
労働金庫の徳島支店建て替え計画の進捗を注視
しながら、関係団体との意見交換を継続し、現状認
識の共有化を図りつつ、今後の対応を図っていく所
存です。
　結びに、本年が皆様方にとりまして素晴らしい年
となりますことをお祈り申し上げますとともに、引き続き
のご支援をよろしくお願い申し上げ、新年のあいさ
つと致します。

（公社）徳島県労働者福祉協議会

　　会　長　森 本 佳 広

～福祉はひとつ～実践に向けて

徳島県労働者福祉協議会役員名簿

役 職 名 氏　　名 所　　属

会 長
副 会 長
〃
〃

専務理事
常務理事
理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

森 本　佳 広
川 口 誠 二
大 谷　竹 人
島 　 和 久
梶 本　一 夫
福 本　 　純
石 堂 佳 子
大 地　　 均
大久保 秀 幸
坂 尾　直 也
瀧　 　誠 司
佐 藤　健 二
和 泉　芳 枝
三 木　裕 子
佐々木　美　紀
南 　 昌 孝
浅 田 晴 男

（公社）徳島県労働者福祉協議会
日本労働組合総連合会徳島県連合会
こくみん共済 coop 徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部
（公社）徳島県労働者福祉協議会
（公社）徳島県労働者福祉協議会
(公財)徳島県勤労者福祉ネットワーク
全 徳 島 建 設 労 働 組 合
徳島県生活協同組合連合会
徳 島 県 退 職 者 連 合
学 識 経 験 者
学 識 経 験 者
学 識 経 験 者
学 識 経 験 者
四 国 労 働 金 庫 徳 島 支 店
学 識 経 験 者
こくみん共済 coop 徳島推進本部
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連　　合

日本労働組合総連合会徳島県連合会

　　会　長　川 口 誠 二

役 職 名 氏　　名 組 織 名

〈連合徳島2026～2027年度役員〉

会 長
会 長 代 行
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

事 務 局 長
副 事 務 局 長

〃
財 政 局 長
中小労働対策本部長
執 行 委 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

会 計 監 査
　 〃 　
　 〃 　

川 口 誠 二
鈴　木　圭　吾
鈴    木           慎
田 村 敬 一
鴻 池 達 也
徳　永　晶　弘
中　 川　　　　真
古　野　幸　司
岡　本　竜　二
宮　本　武　司
吉　野　泰　甲
藤　田　晶　子
中 川 孝 文
南 　 礼 子
白　石　　　誠
辻　　　康　晴
鹿　草　義　典
高　橋　堅　一
堺　　　啓　輔
笹　岡　慎　平
鎌　田　 耕一郎
濵　　　 修　介
松　尾　敬　司
逢　坂　健太郎
森　内　信　哉
田　北　光　広
藤　田　史　子
茂　木　佑　介
西　山　貴　志
松　本　淳　史

情 報 労 連
自 治 労
U A ゼ ン セ ン
Ｊ Ｐ 労 組
電 　 力 　 総 　 連
自 動 車 総 連
電 機 連 合
自 治 労（ 県 職 労 ）
情報労連（民間大手部会）
交通労連（中小部会）
全水道（官公労部会）
UAｾﾞﾝｾ ﾝ（女性委員会）
自 治 労
自 治 労
交 通 労 連
Ｊ Ａ Ｍ 
運 輸 労 連
運　 輸　 労　 連
農 協 労 連
Ｊ Ｒ 連 合
基 幹 労 連
私 鉄 総 連
Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
県 教 組
国 公 総 連
自 治 労 全 国 一 般
自動車総連（女性委員会）
政 労 連
四 国 労 金 労 組
全 労 済 労 組

安心して働き暮らせる社会へ

　新年あけましておめでとうございます。旧年中は
連合徳島の運動に対し各別のご支援ご協力賜りま
したことに心より感謝申し上げます。
　さて、2025年7月20日投開票で行われた第27回参
議院議員選挙では、皆様からご支援いただき「広田
はじめ」さんの再選を果たすことができました。あり
がとうございました。比例代表では10人の組織内候
補を擁立し闘いを展開しましたが、全員の当選とは
なりませんでした。今回の選挙結果により政権与党
が衆参共に過半数を割り込んだことで、野党との協
議が必要となり、強引な進め方ができなくなったこ
とで、私たちの声が国政に反映されることを期待し
たいと思います。ただ、高市首相になったことにより
経済政策等期待する部分はありますが、外交問題
等が懸念されます。
　2022春季生活闘争からスタートした「未来づくり
春闘」は、賃金、経済、物価を安定した巡航軌道に
乗せることを目標の一つとして位置づけ、中長期的
視点から企業の持続的成長、日本全体の生産性向
上につながる「人への投資」の重要性を強く訴えてき
ました。2025春季生活闘争では、33年ぶりといわれ
た2024春季生活闘争結果を上回る5.25％、16,356円
という結果となりました。連合徳島集計では、加重
平均全体で4.84％、15,428円、中小地場だけで見る
と3.59％、9,270円という結果となり、連合全体・大手
との格差は年々拡大しています。また、2025闘争で
は労働組合の有無による賃上げ格差も広がりました。
労働組合に集う仲間を増やすとともに、労働組合の
ない職場への波及力を一層高めなければ、賃上げ
のすそ野は社会全体に広がらず、働く仲間全体の生
活向上は実現できません。多様な働く仲間に向けて
「みんなの春闘」を展開し、労働組合だからこそ、
労使対等の立場で労働条件などの交渉ができると

いう労働組合の存在意義を広く社会にアピールし、
仲間を増やし、集団的労使関係を社会に広げる必
要があります。
　持続的な賃上げと格差是正が実現できる環境を
つくっていくためには、適切な価格転嫁・適正取引
実効性あるものとしなければなりません。これまで
のサプライチェーン全体で生み出した付加価値の適
正分配、働き方も含めた「取引の適正化」に連合本
部、徳島県、徳島労働局、経営者団体と連携し取り
組みます。
　連合は「働くこと」に軸を置き、働く仲間一人ひと
りの尊厳とくらしを「まもり」、働く仲間・地域社会を
「つなぎ」、社会・経済の新たな活力を「創り出し」
ていきます。そのためには、すべての働く仲間・生活
者の身近な存在として、構成組織・組合員とともに力
強く運動を展開してまいります。
　今年が皆様にとって良い1年となりますようにお祈
り申し上げますとともに、連合運動へのご理解ご協
力をお願いし、新年のごあいさつといたします。
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。 会員の
皆様ならびにご家族の皆様におかれましては、
輝かしい2026年の新春を健やかにお迎えのこと
と心よりお慶び申し上げます。平素は当金庫の
事業に多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御
礼申し上げます。

　さて、昨今の経済環境を振り返りますと、物価
上昇の継続や金利環境の変化など、私たちの家
計を取り巻く状況は大きな転換期を迎えていま
す。こうした不透明な時代において、営利を追求
せず、純粋に「働く人とその家族の幸せ」を第一
に考える協同組織金融機関としての役割は、ま
すます重要になっていると確信しております。

　本年、私たちが目指すのは「便利さ」と「温か
さ」の融合です。 アプリやWeb完結型ローンの
拡充などデジタル技術による利便性向上を推進
する一方で、ろうきんの真髄である「顔の見える
親身な相談」を何よりも大切にしてまいります。
家計の見直しや資産形成、退職後の生活相談な
ど、皆様のライフプランにしっかりと寄り添い、
将来の不安を「安心」へと変えるパートナーであ
りたいと願っております。

　四国ろうきんは、皆様からお預かりした大切
な資金を四国の地域社会へ循環させ、誰一人取
り残さない共生社会の実現に向けて、役職員一
同邁進してまいります。 本年が皆様にとって実
り多く、笑顔溢れる一年となりますよう心より
祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

　本年も変わらぬご愛顧を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

年頭のご挨拶

四国労働金庫

　　理事長　新 居 栄 治

【徳島地区選出理事・監事】 【徳島営業本部・営業店】

役 職 名 役 職 名氏　　名 氏　　名所　　属

理 事 長

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

新　居　栄　治

坊　野　靖　仁

渡　邊　賢　次

鈴　木　圭　吾

宮　本　武　司

島　　　和　久

佐々木　美　紀

梅　田　佳　宏

太田越　貴　久

兼　松　拓　己

金　泉　大　輔

大　田　　　哲

ＰＨＣ労働組合徳島地区

ジェイテクト労働組合徳島支部

全水道徳島水道労働組合

自 治 労 徳 島 県 本 部

四国高速運輸労働組合

徳 島 営 業 本 部 営 業 本 部 長

徳 島 ブ ロ ッ ク 統 括 店 長

徳島ブロック副店長（阿南支店支店長）

徳 島 ロ ー ン セ ン タ ー 所 長

徳 島 北 支 店 支 店 長

徳 島 西 部ブロック統 括 店 長

徳島西部ブロック副店長（池田支店支店長）
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　新年あけましておめでとうございます。
　さて私たち、こくみん共済 coopの公式サイト
（https://www.zenrosai.coop）からアクセスでき
る「地盤診断サービス」を今回ご紹介したいと思い
ます。
　この「地盤診断サービス」は、もしものリスクに適
切に備えるために。地震・液状化・浸水の可能性な
ど、お住まいの地域の災害リスクをチェックできる
サービスです。画面上の検索窓に、ご住所を入力
するだけで、お住まいの地盤サポートマップが無料
で作成・ダウンロードできます。診断結果（レポート）
として①地震時の揺れやすさ、②液状化の可能性、
③土砂災害の可能性、④浸水の可能性、が表示さ
れます。その診断結果（レポート）はプリントアウトも
できます。
　他にも例えば、①お住いの保障の検討見直し、
②お引越しや住宅購入時の地盤調査、③勤務地

や子どもさんの通っている学校の安全確認、④離
れて暮らすご家族のお住いの地域の診断などにも
ご利用できて日本全国の様々な情報が分かります。
　また、同じサイト上で、もしものときに役立つ、おす
すめコンテンツとしての「たすけあいで減災・防災」
のバナーをクリックすると、大切な命を守るため、①
災害前に備えてほしい・知ってほしい知識や対策
（災害からの生活再建には、保障による備えが強
い味方になります。火災だけでなく地震・台風・落
雷・降雪など幅広い自然災害などによる住宅や家
財への被害に対する保障のある保険(共済)への
加入も必要です）、②災害時に知ってほしい・とって
ほしい行動（もしもの時に、落ち着いて行動できるよ
う災害時の場所ごとでの、とるべき行動や、避難時
に活用できる知識をご紹介しています）をご紹介し
ています。
　避けることのできない台風や地震などの万一の
災害。住まいの保障から事業を開始した「こくみん
共済 coop」では、万一から命と暮らしを守る、防
災・減災活動に取り組んでいます。私たち「こくみん
共済 coop」は、これまでの災害対応の中で得た教
訓と経験をもとに、今後とも、更なる防災・減災の普
及とネットワークづくりを進めていきます。
　本年も引き続き、皆さまのご支援をいただきますよ
うお願い申し上げます。

「防災・減災の普及と
              ネットワークづくりを」

こくみん共済 coop 徳島推進本部　本部長

徳島県共済生活協同組合　理事長　

        大 谷  竹 人

〈2025年度  こくみん共済 coop〈全労済〉徳島推進本部　役員体制〉
役 職 名 氏　　名 所属団体 役 職 名 氏　　名 所属団体
本 部 長
副 本 部 長
事 務 局 長
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

大　谷　竹　人
大久保　秀　幸
浅　田　晴　男
岩　生　大　治
三　木　裕　子
鎌　田　耕一郎
亀　田　　　真
矢　藤　寿　浩
宮　本　晶　子
森　本　　　光
田　中　重　彰

こくみん共済 coop 徳島推進本部
と く し ま 生 協
こくみん共済 coop 徳島推進本部
徳 島 バ ス 労 働 組 合
全国一般徳島地方労働組合
新日本電工労働組合徳島支部
徳 島 市 交 通 労 働 組 合
ＰＨＣ労働組合　徳島地区
日清紡労働組合徳島支部
全徳島建設労働組合(フレッセ)
徳島市職員労働組合連合会

代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
監 事 長
監 事
監 事

柳　田　洋　志
坊　野　靖　仁
佐　立　　　匠
岡　花　健　介
高　橋　堅　一
石　田　貴　志
井　本　泰　之
宮　本　武　司
鴻　池　達　也
松　岡　嘉　征

日新労働組合四国工場支部
ジェイテクト労働組合徳島支部
四国化成労働組合徳島支部
徳島県職員連合労働組合
全日通労働組合四国支部徳島地域協議会
美馬市職員労働組合連合会
三好市職員労働組合連合会
四 国 高 速 運 輸 労 働 組 合
四国電力労働組合徳島県本部
自 治 労 徳 島 県 本 部

本 部 長
副 本 部 長
事 務 局 長
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

3625W002こくみん共済 coop 徳島推進本部（徳島県共済生活協同組合）

こくみん共済 coop
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勤労者福祉ネットワーク

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

　　理事長　石 堂 佳 子

2026年ごあいさつ

役 職 名 氏　　名 所　　属 役 職 名 氏　　名 所　　属
理 事 長
副理事長
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃

石　堂　佳　子
林　　　香与子
森　本　佳　広
飯　田　博　司
杉　本　友　好
成　谷　雅　弘
木　下　慎　次
上　田　輝　明
加　藤　弘　道
手　塚　俊　明
島　　　和　久
大　谷　竹　人

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 県 経 営 者 協 会・会 長
（公社）徳島県労働者福祉協議会・会長
徳 島 県 生 活 環 境 部・部 長
（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳島県市長会・事務局長
徳島県町村会・常務理事
徳島県商工会議所連合会・専務理事
徳島県商工会連合会・専務理事
徳島県中小企業団体中央会・専務理事
四国労働金庫徳島営業本部・本部長
こくみん共済 coop 徳島推進本部・本部

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

川　口　誠　二
兼　松　文　子
加　渡　いづみ
佐　藤　晃　子
好　野　祐　司
吉　田　益　子
岡　山　千賀子
吉　田　幸　司
米　澤　和　美
真　鍋　恵美子
廣　瀬　克　己

日本労働組合総連合会徳島県連合会・会長
（公社）徳島県労働者福祉協議会・参与
四国大学短期大学部・副学長
（株）ポチっとつながるPOTZ・代表取締役
徳島市関連労働組合連合会・会長
（一社）グリーンアフリカ・事務局
徳 島 文 理 大 学 ・ 教 授
とくし ま 生 協・常 勤 理 事
米沢社会保険労務士事務所・所長
税理士法人すばる会計・公認会計士・税理士
廣瀬克己税理士事務所・税理士

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃は財団の諸事業に対し、格別のご支援とご協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、新たな執行体制のもと、コンプライアン
スおよびガバナンス体制の整備を進めるとともに、
「中期ビジョン2030」を策定し、将来を見据えた基
盤強化に取り組んでまいりました。改めて、基本理
念である「“いつでも、どこでも、だれでもが利用
できる” 勤労者の総合福祉」、そしてその根底にあ
る「すべてはその笑顔のために」の精神を全職員と
共有し、理念に立ち返る一年となりました。
　いま、人口減少や少子高齢化、価値観の多様化が
進む中、地域社会は大きな転換期を迎えています。
こうした状況だからこそ、誰もが安心して暮らせる
「共助・共生の福祉社会」をつくるため、善意が連
鎖し循環する仕組みを広げていくことが、当財団に
課された重要な使命であると考えております。
　その使命を果たすべく、2026 年度は以下の重点課
題に取り組みます。

≪2026 年度の重点課題≫
⑴ 「子育て」「子育ち」支援の充実

　① 学童保育の充実で切れ目のない保育環境を整備
する。

　②県下全中学校での「赤ちゃん授業」実施により、
命の尊さや思いやりの心を育む。

　③家事支援を加えた「ファミサポプラス」により、
産前産後や多胎児家庭を支援する。

⑵  「あわ～ず徳島」と「くーぽん丸。」の更なる拡充

 地域活性化をめざし、自治体と連携を強化すると
ともにスマホアプリ化で利便性を高め、「あわ～
ず徳島」会員２万人の早期達成を図る。さらに、
「くーぽん丸。」を拡充し、地域に根ざした「頼
れるパートナー」とする。
⑶  ハートフルゆめ基金とくしまの更なる充実

　①休眠預金の資金分配団体をめざし、地域課題に取
り組む団体への助成を通じて共助の輪を広げる。

　②寄付者の大切な思いを未来へ託す贈り物「遺贈
寄付」を、地域の支え合いへつなげる。

⑷  多文化共生の推進と自然環境保護活動の支援

　「ユニバーサル・カフェ『つながり』」を拡充し、
外国人住民と地域が支え合う社会を育む“共生の
徳島”をめざす。また、「とくしま自然観察の
会」が取り組む、吉野川ラムサール条約登録を支
援し、自然環境の保護を次世代へつなぐ。
⑸「友愛・互助・平和」理念の継承

　「鳴門市賀川豊彦記念館」が世界協同組合遺産に
選ばれた。賀川豊彦の理念を財団運営の礎とし、
『友愛・互助・平和』の精神で地域福祉を推進し
ていく。

　徳島には多くの課題がある一方で、大きな可能性
も広がっています。皆様との協働のもと、課題解決
と可能性の実現に誠実に取り組んでまいります。
　本年も、皆様のご健勝とご活躍を心よりお祈り申
し上げるとともに、変わらぬご支援・ご協力をお願
い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

〈公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク役員〉
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徳島県生活協同組合連合会

　　　　　　　
　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中はお世話になりありがとうございました。
　平素より、連合会の活動にご支援ご協力を賜り、心より感
謝申し上げます。
　昨年は、持続可能な生産と消費、食料安全保障、気候変動
対策、地域の人々への医療・福祉、働きがいのある人間らしい
仕事の創出、すべての人々が参加できる社会づくりなど、さま
ざまな分野で持続可能な開発目標（SDGs）に貢献している協
同組合を評価し、国連がその認知の向上と協同組合の振興の
ために、国際協同組合年に定めました。
　その記念すべき年に、徳島県において協同組合の認識が高
まるよう認定NPO法人賀川豊彦記念・鳴門友愛会が主催する
「賀川豊彦ゆうあいフェスタ」に積極的に参画し、協同組合
の父と呼ばれる賀川豊彦氏の「友愛・互助・平和」の精神を
広げる取り組みをすすめました。
　また、徳島県生活協同組合連合会は、組合員さんの生活文
化向上を目的として、農林水産業、購買、金融、共済、就労創

出、福祉、医療、住宅など多岐にわたって集まったのが徳島県
生活協同組合連合会です。しかし、現代社会における課題は
複雑多様化しており、課題は山積みとなっております。
　そこで、一つの組織、協同組合だけでは解決できないこと
を協同組合間連携を通じてそれぞれが得意とする分野ででき
ることから現代社会における課題解決に向けて力を合せられ
るよう徳島県での協同組合連絡協議会発足に向けて検討して
まいります。
　2026年度は社会問題解決に向けて今まで以上に協同組合
の力が必要となってくると拝察しております。協同組合の力を
合わせさらに連携しながら益々発展できる年にしていければ
と思います。
　新年にあたりまして皆様のご健勝、ご活躍を祈念すると共
に、当生協連へのご支援、ご協力をお願い申し上げ新年のご
あいさつといたします。

新年のご挨拶

徳島県生活協同組合連合会

　　会　長　大久保　秀幸

〈徳島県生活協同組合連合会役員〉
役 職 名 氏 　 　 名 所 属 単 協 名
会　　長
副 会 長
専務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事
監　　事

大久保　　秀　幸
大　谷　　竹　人
堺　谷　　信　行
野々村　　拓　也
島　尾　　竜　介
宮　本　　真　里
小　原　　　　聡
前　田　　陽　一
神　田　　斉　宜
儀　宝　　正　一
吉　野　　才　治
宮　本　　久　恵
小　野　　浩　輔

生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 学 校 生 活 協 同 組 合
徳 島 県 職 員 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳 島 大 学 生 活 協 同 組 合

フ レ ッ セ

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中はフレッセの活動に対しまして、ご理解とご協力を
賜り厚く御礼申し上げます。
　私たちは生活の中で最も大切な「衣・食・住」のうち「住」の
生産に携わる人たちで組織しており、技能労働者としての誇り
をもち、地域の方々から信頼を得て毎日仕事に励んでいます。
　全国の建設業就業者は、55歳以上が36.7％、29歳以下が
11.7％と高齢化が進行し、次世代への技術承継が大きな課
題となっています。令和6年6月には、インフラ整備の担い手・
地域の守り手である建設業がその役割を果たし続けられる
よう、担い手確保・生産性向上・地域における対応力強化を
目的に、「建設業法」「公共工事入札契約適正化法」、「公共工
事品質確保法」のいわゆる第３次担い手三法の改正が行わ

2026年
年頭のご挨拶
フレッセ

　執行委員長　大 地 　 均

れました。
　徳島県においても建設業は地域のインフラの整備やメン
テナンスなどの担い手であると同時に地域経済・雇用を支え、
災害時には最前線で地域社会の安全・安心の確保を担う、ま
さに「地域の守り手」であり、県民の生活や地域経済を支え
る大きな役割を担っています。
　この度の法改正をはじめとする動きに連動し、建設業の担
い手確保と建設
技能者の処遇改
善に向けた活動
を推進してまい
ります。
　皆様方のご健
勝とご活躍を祈
念するとともに、
今後ともフレッセ
の活動へのご理
解とご協力をお
願い申し上げ、新
年のご挨拶とい
たします。

〈フレッセ県本部役員名簿〉
役 職 名 氏　　名

執 行 委 員 長
副 執 行 委 員 長

〃
書 記 長
財 政 部 長
執 行 委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

青 年 部 長
会 計 監 査

〃
〃

大　地　　　均
高　田　昌　治
平　田　孝　夫
森　本　　　光
矢　野　康　彦
中  　　 敏　昭
秋　山　　　威
美　馬　啓　二
坂　本　健　作
花　本　和　広
富　永　和　博
森　　　康　弘
東　　　充　宏
柿　本　直　樹
中　村　　　仁
奥　尾　　　健
中　野　祐　樹
植　松　浩　平
藤　本　順　二
礒　村　　　稔
小　川　義　宏
谷　　　雅　史
佐々木　　　勝
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　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、ＮＰＯ法人徳島労働安全衛生センターの活動
に対しまして、ご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　当センターでは労働災害や職業病を未然に防止するため、
労働者の安全と健康に関する調査、相談、教育、啓発事業、
衛生管理者の育成などの活動に取り組んでいます。
　昨年６月の改正労働安全衛生規則の施行により企業にお
ける熱中症対策が義務化されたことを受け、７月28日に開催
させていただきました「職場における熱中症対策に関する学
習会」には多数の参加をいただきました。
　また、26期目となった「第一種衛生管理者養成講座」は９
月から11月にかけて開催させていただきました。
　徳島労働局では、徳島県における労働災害を減少させ、
働く者の健康確保を図るため、事業者及び労働者等が重点
的に取り組む事項を定めた「徳島第14次労働災害防止推

進計画（14次防）（令和５年度～令和９年度）」を推進してお
り、今年度は３年目となります。14次防には８つの重点対策と
して「①労働者の作業行動に起因する労災防止対策の推
進」、「②高年齢労働者への対策」、「③業種別の対策」、
「④多様な働き方への対応や外国人労働者等の対策」、
「⑤労働者の健康確保対策」、「⑥化学物質等による健康
障害対策」、「⑦自発的に安全衛生対策に取り組むための
意識啓発」、「⑧個人事業主等に対する安全衛生対策」が
掲げられています。
　当センターでは、情勢に対応した学習会やセミナーなどを
通して、労働安全衛生の
さらなる充実に向けて勤
労者に寄り添った活動に
取り組んでまいります。
　本年も労働者の安全と
健康を守るため当セン
ターの運営に対しまして、
ご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。
　皆様のご健勝とご活
躍を心からお祈り申し上
げまして新年のご挨拶と
させていただきます。

新年のご挨拶

ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

　　理事長　森　本　　光

ＮＰＯ法人 徳島労働安全衛生センター

〈役  員  名  簿〉
役 職 名 氏　　名
理 事 長
副理事長
〃
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

事務局長

森　本　　　光
中　川　孝　文
吉　野　泰　甲
鴻　池　達　也
鈴　木　圭　吾
南　　　礼　子
亀　田　　　真
岡　　　美由紀
堺　　　誠　水
田　村　敬　一
梶　本　一　夫
美　馬　一　也　
鈴　木　　　慎
鹿　草　義　典
木　戸　敬一朗
岡　本　大　治
森　内　信　哉
傅　　　　　麗

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　旧年中は、徳島県退職者連合の活動に、現役組織の
方々を始め、関係者の皆様に支えていただいたことに感
謝を申し上げます。
　1989年の連合結成大会で、退職者の組織化を決定
し、2年後の1991年に、「社会的共感を得る運動形成の
ためには、労働組合と社会の多数を占める高齢・退職者
が手を携えて運動を展開する」こととして、退職者連合
は結成されたことから、連合傘下の労働組合と車の両輪
として、社会の変革と安心して暮らせる平和な社会づく
りに今後とも邁進してまいります。　
　退職者連合の課題は、一つに組織の拡大と強化で
す。退職者連合は、全国68万人、徳島県6,800人の組織
であり、1万人組織をめざして様 な々セミナーや取り組み

の中から拡大をめざします。
　二つには、制度政策要求として年金、医療・介護の充
実、税制改善の取り組みです。これらの課題は、制度的
には国レベル、運用は自治体レベルにあることから、国・
地方自治体要請行動として取り組まれていて、今年も全
自治体で要請行動が実施できるよう取り組みます。
　また、平和であることが安心社会の礎です。皆様と一
緒になって、取り組みを進めてまいりますので、引き続き
のご理解とご支援をお願いして、挨拶とします。

2026年
新年のご挨拶
徳島県退職者連合

　　会　長　川  越  敏  良

徳島県退職者連合

役 職 名 氏 　 　 名 組 　 織 　 名
会 長
副 会 長

〃
〃
〃

事 務 局 長
事 務 局 次 長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

〈徳島県退職者連合役員〉

川　越　敏　良
近　藤   啓　治
八　木　由利子
高　根　研　治
井　後　眞　治
坂　尾　直　也
冨　田　真由美　
福　井   英　利
森　内　信　哉
赤　松   邦　博
山　藤   正　義
国　見   　　聖
横　川　孝　夫
新　居　博　文
仲　田　優　晴
清　田　麻利子
益　田　英　明
齋　藤　英　司
藤　田　末　勇
内　藤　尚　則

全日本自治体退職者会徳島県本部
日本郵政グループ労働組合徳島連絡協議会退職者の会
全日本自治体退職者会徳島県本部
ＵＡゼンセン IKI・IKI ライフクラブ徳島県支部
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
徳 島 県 労 働 金 庫 退 職 者 会
徳 島 県 退 職 女 性 教 職 員 の 会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
農 林 水 産 省 徳 島 退 職 者 の 会
徳 島 バ ス 労 組 シ ニ ア 友 の 会
林 野 関 連 退 職 者 の 会 徳 島 県 支 部
徳 島 造 船 退 職 者 協 議 会
全国山林労働組合徳島県本部退職者会
全日本自治体退職者会徳島県本部
全日本自治体退職者会徳島県本部
徳 島 県 農 協 労 連 退 職 者 会
徳島県退職者連合南部地域協議会
徳島県退職者連合西部地域協議会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会



〈役員名簿〉

役 職 名 氏　　名
理　事　長
副 理 事 長
副 理 事 長
専 務 理 事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
理　　　事
監　　　事
監　　　事

前　田　すづ子
久　積　育　郎
村　田　知江美
元　川　　　仁
坂　尾　直　也
東　條　恭　子
板　東　喜代子
佐　伯　雅　子
三　原　朋　子
遠　藤　好　人
高須賀　雅　美
佐々木　英　志

〈役員名簿〉

役 職 名 氏　　名
理　事　長
理　　　事
理　　　事
監　　　事

三　橋　松　男
坂　本　英　二
林　　　美　保
元　川　　　仁

年頭のご挨拶

ＮＰＯ法人壮生

  理事長 前 田　す づ 子

ＮＰＯ法人 壮 生

　高齢になる程、頭と体を使って認知症予防に
努めましょう

　あけましておめでとうございます、新たな年を迎え
壮生会員の皆様には「老いてますます壮ん」を改めて
実感されていることと存じます。
　壮生は2008年に徳島県よりNPO法人として認可を
いただき本年18年目を迎えます。今年も壮生会員の
皆様と共に新年を迎えられる喜びを実感しておりま
す。
　今年も家でじっと座ってる時間を短くして、お仕事
に励んでいただきますとともに、壮生の各種サークル
活動にもはりきってご参加ください。

　2025年の生命表では日本人の平均寿命は男性で
81才、女性は87才との調査結果で、共に80才超えま
した！ これからも元気で、人生100年を迎えるために
も人とのかかわりや出会いを大切にし「今日も良い日
だったなぁ」と振りかえられる時間をもちたいもので
す！
　今年も皆様とともに、前向きに日々を過ごせますこ
とをご祈念申し上げ新年のごあいつといたします。
　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

新年のご挨拶

一般社団法人徳島県就業支援機構

  理事長 三  橋   松  男

一般社団法人 徳島県就業支援機構

　あけましておめでとうございます。
旧年中は、徳島県就業支援機構の事業運営に対しま
して格別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申し
上げます。
　当機構は、再スタートから３年目を迎える本年、よ
り一層発展する組織として、引き続き事業の充実に
努めてまいります。
　「～生きがいのある『くらし』と、やりがいのある
『働く』をデザインします～」をキャッチコピーとして
掲げ、地域の皆さまとともに歩んでおります。
　昨年は、FRセンター（Foster Resilience Center）
の機能強化を図るとともに、WAM助成を受けて「障
害者虐待防止のための施設従事者サポート事業」を
開始いたしました。加えて、新たな取り組みとしてドコ

モ基金による「こどもたちのための休日相談室」事
業を受託いたしました。
　ハートフル市民農園事業では、内閣府事業として
「『こどもとつながるアグリ』ハートフル市民農園」を
推進し、さらに、県事業としてSNS発信「つながりイ
ンタビューチャンネル『支える人の物語』」の配信も行
い、多様な支援の形を広げてまいりました。
　本年も、「今を生きること、そして未来を見据え、こ
れまでの価値や効果を組み合わせ新しい価値を創
造する」ことを基本姿勢に、地域の労働者支援に一
層尽力してまいります。
　皆さまにおかれましては、引き続き変わらぬご理
解とご支援を賜りますようお願い申し上げ、新年の
ご挨拶といたします。
　本年が皆さまにとって良き一年となりますようお祈
り申し上げます

と　く　し　ま　労　福　協 2026年１月 （９）
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地域ライフサポートセンター

徳島中央ライフサポートセンター

役 職 名 氏　　名 所属団体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

宮 本 　 武 司
佐 々 木 美 紀
森 本 　 　 光
杉 本 　 友 好
近 藤 　 寿 哉
辻 　 　 康 晴
邉 見 　 大 樹
松 本 　 光 弘
兼 松 　 拓 己
金 泉 大 輔
中 野 　 修 次
坂 田 　 行 雄
福 富 　 拓 真
森 本 　 佑 治
元 川 　 　 仁
高 橋 　 　 徹
磯 田 　 　 稔

四 国 高 速 運 輸 労 働 組 合
四 国 労 働 金 庫 徳 島 支 店
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
ＪＰ労働組合徳島連絡協議会徳島中央支部
ジェイテクトシーリングテクノ労働組合
大 真空労働組合徳島支部
専 　 従
四国労働金庫徳島北支店
四 国 労 働 金 庫 鴨 島 支 店
徳 島 県 職 員 労 働 組 合
ジェイテクト労働組合徳島支部
小 松 島 市 職 員 組 合
吉 野 川 市 職 員 労 働 組 合
N P O 法 人 壮 生
徳島市役所職員労働組合連合会
四国化成労働組合徳島支部

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島中央ライフサポートセンターの諸事業
に格段のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　当センターは、ワンストップサービスの拠点として、関
係団体とのネットワークにより「暮らしなんでも無料相
談」、日々の暮らしに役立つ情報の提供など地域福祉
や労働者福祉の向上を目指した様々な事業を行い、地
域住民はじめ県民の皆様の生活をサポートしています。
　昨年の活動としては、恒例となりました「キウイ収穫
体験祭り」は11月8日（土）佐那河内村の果樹オーナー
園で開催しました。当日は、素晴らしい秋晴れに恵まれ、
スタッフ含め134名と多くの方に参加をいただきました。
当日、収穫したキウイは硬くて食べられないので、果樹
オーナー園の方が用意していただいた試食用キウイを
おいしくいただきました。今年も、持ち帰りのキウイをひ
とり25個としましたが、ほとんどの方が袋いっぱいに詰
めてお持ち帰りいただきました。なお、事務局が収穫し
たキウイは11月19日（水）に、子ども食堂「あいちゃん」
と障害者支援施設「あおばの杜」に寄付させていただ
きました。

　また、「無料健康講座リラクゼーション・ヨガ」を11月
28日（金）ふれあい健康館において、28名の参加のも
と開催し、参加者全員が明日への活力を得る時間とな
りました。
　本年も、地域住民との結びつきを強め、地域から期
待される「ワンストップサービス」機能の充実に努めて
まいりますので、皆さまのご支援、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

清 田   麻 利 子

一層の拡大・強化で、
求められる社会的責任を果たそう

認定特定非営利活動法人
フードバンクとくしま

  理事長 

フードバンクとくしま

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中はフードバンクとくしまの活動にご理解とご支
援をいただき、心から感謝を申し上げます。
　昨年は、円安などを背景にして物価の高騰と米不足
に翻弄された一年となり、生活困窮者や一人親世帯な
どからの支援を求める声が急増しました。
　一方、認定NPO法人となったことから、マンスリー寄
付の方ができたり、また一昨年に立ち上げた四国各県
のフードバンクの連携を図る四国フードバンク連絡協議
会の活動が本格化し、連携が一層強化された一年でも
ありました。
　今年の課題は、より一層の活動領域の拡大と財政基
盤の強化が求めらています。

　活動領域の拡大は、①フードドライブ拠点を拡大し
て、食品ロスの一層の削減と寄付文化を醸成に努める
とともに、②生活困窮者をはじめとする必要としている
より多くの人々に食材を届けること、③四国フードバン
ク連絡協議会活動の活性化と連携強化、④県内の様々
な団体との連携強化とネットワークづくりです。
　財政基盤の強化は、フードバンク事業推進のための
経費は様々な助成金が該当するも、人件費や事務所費
は除外されていることから、寄付や会員の拡大に一層
励んでまいります。
　今後とも一層のご支援をお願いします。

役 職 名 氏　　名 所属団体
理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
副理事長兼事務
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

清　田　麻利子
坂　田　千代子
川　越　敏　良
川　上　健　太
上　地　大三郎
高　橋　芳　子
元　川　　　仁
平　田　雅　男
木　村　　　豊
儀　宝　正　一
森　本　佳　広
石　堂　佳　子
佐　伯　雅　子
阿　部　未　晴
大　石　由　佳
多　田　強　士
脇　田　　　亮

徳島県農業協同組合職員労働組合連合会
㈱ あ わ わ
（認特非）フードバンクとくしま
（労協）ワーカーズコープ・センター事業団
女性と子どもの人権を守るエンゼルランプ
フ ァ ミ リ ー ホ ー ム 高 橋
（特非） 壮　　　　　　　　　生
み や び ボ ラ ン テ ィ ア 協 会
地域に子どもの居場所をつくろう・グループわいわい
生活協同組合　とくしま生協
（公社）徳島県労働者福祉協議会
（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
（認特非）子ども食堂ネットワーク
フードバンクとくしま阿南支所
フードバンクとくしま西部支所
( 有 ) 大　　　　　　　　　　 輪
徳 島 県 経 営 者 協 会

＜役  員  体  制＞
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徳島南部ライフサポートセンター

役  職  名 氏 　 　 名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

書 記

岩 佐　　洋 志
岡 本　　広 宣
髙　石  大 暉
梅　田　　佳　宏
森 口　　芳 洋
松 下　　恵 子
益 田　　英 明
前 川　　和 広
石 井  孝 介
本 田　　英 秋
中　野　　鋭　児
林　　 　祥 太
湯 浅　　基 弘
東　根　　さゆり
市　塚　　美由紀
安　永　　華　奈
森　本　　光　世
岩　佐　　幹　彦
中　川　　三知代

自治 労 阿 南 市 職 労 連
ＪＰ労 組 徳 島 南 支 部
新日本電工労組 徳島支部
四国労働金庫 阿南支店
フ レ ッ セ 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ
専 　 　 　 従
紙パ連合 王子新労富岡支部
四国電労 阿南火力支部
倉敷紡績労組 徳島支部
自治 労 阿 南 市 職 労 連
四電ビジネス労組　阿南総合支部
自 治 労 那 賀 町 職
自 治 労 牟 岐 町 職
全 国 一 般 柏 涛 会 支 部
南 部 地 協 女 性 委 員 会
自 治 労 徳 島 県 職
新日本電工労組　徳島支部
専 従

＜徳島南部ライフサポートセンター役員＞

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島南部ライフサポートセンターの
諸事業に対しまして、ご支援、ご協力を賜り厚く御
礼申し上げます。
　昨年度の活動として、「暮らしなんでも相談」「ア
ルミ資源回収運動」「自動車運転免許取得特別講
座」「県民と働く者のとくしまフェスタ 2025」「奨
学金に関する相談ダイヤル」等、取り組んでまいり
ました。
　毎年恒例となりました「第 30 回自然とふれあう
健康ウォーク in 美波」を 11月８日竜宮公園・日和
佐総合体育館で 250余名の方々に参加をいただき、
開催しました。天候にも恵まれ、無事に終了するこ
とができました。
　本年も微力ながら「生きがい・やりがい・働き
甲斐を求める人達の為に、色々な角度や形でのサ
ポートに努める」ことが任務であるとの認識を強
く持ち、地域の方々、労働福祉団体やＮＰＯ、社会
的資源などと幅広く連携しながら「連帯・協同で

つくる安心・共生の福祉社会」をめざす活動に寄
与していきたいと考えます。
　今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

〒770-0942　徳島市昭和町3丁目35－1 
（公社）徳島県労働者福祉協議会　
お年玉プレゼント係　FAX 088-625-5113

新春お年玉 プレゼント!!

高市〇苗
送
付
先

応
募
方
法

※記入された個人情報等はプレゼント発送以外の目的では使用しません。

問題

正解者の中から
抽選で30名様に
図書券（1,000円）を
プレゼントします。

応募締切日 2026年1月末日

女性初の内閣総理大臣に指名された人物の名前
　（〇に当てはまる１文字をお答えください）

官製ハガキまたはＦＡＸ用紙に解答を書い
て、下記あて先まで送付して下さい。その際、
住所、氏名を必ずお書き下さい。

役 職 名 氏　　名 職　　場
会　　　長
副 会 長
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃
〃

監　　　事
　 〃 　

井　本　泰　之 
大　田　　　哲
佐　藤　良　子
斎 藤 英 司
南 　 　 馨
西 内 大 貴
清　水　広　行
森 本 　 光
谷 口 清 美
三　浦　雅　仁
加　藤　まゆみ
北　　　健　次
谷　　　有一郎
中 川 和 昭
田　岡　雅　啓
武　田　翔　子
細　田　義　秋
逢　坂　宏　和
阿　部　和　彦

三好市職員労働組合連合会
四国労働金庫徳島西部ブロック
ＰＨＣ労働組合徳島地区
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協職員労働組合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つるぎ 町 職 員 労 働 組合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合連合会
ＰＨＣ労働組合徳島地区
徳島県退職者連合西部地域協議会
美 馬農協 職 員労 働 組合
四国労働金庫労働組合徳島県支部鴨島分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞

徳島西部ライフサポートセンター
　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は徳島西部ライフサポートセンターの諸事業
に格別のご配慮とご支援を賜り、心より感謝申し上げ
ます。
　当センターも、地域の働く方々や生活者の皆様の課
題解決へのサポート役として活動してまいりました。月
一回の弁護士による法律相談、一般相談、金融関係
相談など多くの方にご利用いただいております。厳しく
なる社会環境の中でますます暮らしのサポートが必要
と考えます。
　また、年間を通じて地域の働く皆様とのつながりを
深めるための活動も行っています。「県民と働く者のと
くしまフェスタ」では、昨年はスポーツフェスタとしてモ
ルック大会を開催したところ、職場の仲間、家族、各
種団体と多種多様な参加者が、笑い声と歓声で盛大
に交流と親睦を深めることができました。今後も様々
な枠を超えた交流の場を作っていきたいと思います。
　本年も。幅広い勤労者層と地域社会に根ざす「労
働と生活」をサポートする運動体として、日々の生活の
中での困りごとへの法律相談や生活困窮者支援相談、

若者のための就労相談等を連携して取り組みます。ま
た、スポーツ少年団支援や着ぐるみ貸出事業も実施し
ます。今後ともご支援ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。
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徳島市昭和町 3 丁 目 3 5 - 1         　 ☎  ( 0 8 8 )  6 2 3 - 1 1 1 1
三 好 市 池 田 町 サ ラ ダ 1 6 1 2 - 2 　     ☎  ( 0 8 8 3 )  7 2 - 0 3 9 9
板 野 郡 北 島 町 中 村 字 東 開 1 0 - 5 　    ☎  ( 0 8 8 )  6 9 8 - 1 1 1 1
阿 南 市 富 岡 町 ト ノ 町 7 1 - 2 0 　       ☎  ( 0 8 8 4 )  2 2 - 2 1 3 2
吉 野 川 市 鴨 島 町 鴨 島 3 4 2 - 1 　    　  ☎  ( 0 8 8 3 )  2 4 - 3 1 1 3

徳島ローンセンター
德島市中島田町 1 丁目 11 - 1
☎ ( 0 8 8 ) 6 3 4 - 1 0 0 0

徳島北ローンセンター
板野都北島町中村字東開 10 - 5
☎（088）698 - 1 1 1 2

徳 島 支 店
池 田 支 店
德 島 北 支 店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店

森川  葵〇C
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